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鵬密な星座鼻見の作り方

Construction　of　．a　Precision　Planisphere．

山本一溝正翫〃～α脚‘o．

　すっと二三十年も以前から，東京の三省堂の出版物として，“星座早見”と呼

ぶものが費り出されてみる．厚い紙を適當な型に裁つたものを重ね，必要なだ

け回韓させて，日附けと時刻とによil　！地李線上に見える天膿配列の模様を表

はすもので，天丈を學ぶ初三者は，誰でも皆一度目手にする品である．“星座

一早見”とは呼ぶけれど，星座が全部書いてあるわけではない．しかし，北極や，

赤道や，黄道がチャンと現はれてるるし，一年中の日附けや，一日中の時刻も

可なり正確に目盛られてあるから，天球の基本的な諸蓮行を學ぶためには，大

に役立つ．西洋では之をPgamisphereと呼んでみる．帥ち其の意味は“一挙

面の形にした天球儀”であって，・言ぴ換へれば，天球儀を卒面形に表はしたも

のであり，又，．もっと今流行の言葉を用みれば“ボク・ット・プラネタリウム”と言

っても宜い．實際，ツァaスのプラネタリウムを一千面の形に作り換へた便利

さがある．

　上記の三省堂製の星座早見を暫く使って見て，だんだん慾を起し，それから

いろいろと註文を付けたり，不霊を言ったりする人が多い．例へば，

　（！）　もっと星の数を回してほしV・とか，

　（2）　南：方の星が見たいとか，

　（3）　もっと大きい形のものが慾しいとか，

それから，中には，これ等の慾望に駆られて，自作する人が世間にはある．自

作することは，輩に賞りものを買って來て喜ぶ以上に二二になることだから，

非常に二七すべきことだと思ふ．自作すれば，星の歎を堀すことも，大きい形

のものを作ることも，随意であって，地方の學校や，博物館などには，直径2

～3米もあるやうな，實際スパ’ラシイ彪大な星座早見が作られてある．一二，

しかし，かうしたものを自作する場合に，誰でもが皆困るのは地平線を切り取

ることである．實際，』三省堂の星座早見を見ると，あの地卒線の形は楕圓形の

やうな形になってみる．だから，簡軍にあれを楕圓形だと思ひ込んで居る人も

多いけれど，決してあれは左様なものではないのである．

　自分は，各地で，よく人からあの星座早見の義塾線の形の素性を質問され

る．しかし，あれは仲々複雑な曲線であって，簡軍には論明しにくい．（下記

の盆明を見られよ．）
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　自分は，しかし，三省堂のあの星座早見で漏足してみる者ではない．あれを

もっと精確なものに作IP，又はもっと大型のものに作り直して，もつど精密な

計算器械とか，測定器械として使用したら良からうと，牟生から考へてるるの

である．国際，あの星座早見の原理歯立添なものなのだから，店頭で費ってみ

るやうな：梧もちゃみたやうなものでなく，もっとマジメに，あれを作り直して

學的にも相當立派に使用し得るやうなものに改めたら，重寳だらうと思ふので

ある．うまく作れば天球儀などよりも，更に正確な器械として，星座早見を取

り扱ふことが出品るのである．

　星座早見の原理は，決してバカに出來なV・，歎理的に正確なものである．そ

して，それを製作するに要する要素は，

　　1．星圖を正確に書くこと．

　　2．地平線を正確に書くこと．

　　3．外周上にある月日や時刻の目盛リを正確に作ること．

である．このうち，目盛りを花盛に作ることは比較的に容易である．これは

只，圓周を適當に等分すれば宜いのだから．しかし，星圖と地平線とは簡軍に

書けなV・．元來，この星圖と地霊線とは互ぴに關聯してみるもので，星圖の書

き方によって，地卒線の形を攣へなければならぬ．

　直面の書き方といふのは，つまり纒緯度の線の悪き方なのだが，之れにも種々

の型式があることは，例へば世界地圖の書き：方を見れば，判かる．航海者が用

ひる“メルカトア圖法”とか，流星観測用の“中心投影法”とか，“正射投影

法Vとか，“等積語法”とか，皆，それぞれ特質があるが，何れにしても，星座

早見のためには，星の日週運行を星圖板の回韓蓮動として表はす必要があるた

め，是非，北極を星圖全量の中央に置かねばならぬ．

　さて，理屈は後に譲るとして，事琶，三省堂の星座早見に書い一てある星圖を

見ると，これは，申央に牝極があり，それから各赤経の線が此の北極から四方

八方へ放射歌に出てみるし（それは，Ohと6hと12hと18hのほか，省暑して

あるが，赤道上に目盛りがロマ数字で書かれてある），妊れに話して，赤緯は

北極を中心とした同心圓で（これも，赤道以外は，二上に表はれてるないが），

その間隔は，中央でも，外部でも，皆同じ間隔になってみる．これがクセモノ

なのである．こんな：方式で世界地鳥など書いて見れば，すぐ知れることだが，

かうした北極中心の圖上に，緯度の間隔を同じにしたがために，星の配列の形

は，北極から遠ざかるに從ひ，盤んで了ってみる．例へばオリオンや，ベガソ

スの正方形や，獅子などを見ても，射手，蜴，鳥，大犬等の星座を見ても，皆

滑稽なぼど，偏平朕になって，歪んでみる・（三際の二二の二二と見比べて御覧

なさい）．しかし之れは，言はS“一種の犠牲であって，書面の外面がムヤミに
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撰がるのを防ぐために，多少の無理が出來てるるのである．星圖といふやうな

！種特別なもので，肚會の多数の人々が用ぴるものでなく，天文學の如き特殊

な趣味，特殊な素養のある人士が使用するものであるから（叉，世聞に遮れと

競蔑する同様な仲間が無いものだから）このまk世に用ひられてやるのである

し，叉，之れでガマンしてみるのである．だから，ほんとうに，全くの初期の

人が此の星座早見のみを頼りとして，天室と見比べつN，星座を學ぶのであっ

たら，北極附近の星は無難であるけれど，赤道から其れ以南の野々につV・ては

圖と腰物の星とを見比べるのに甚だしく不便を感ずる筈である．（讃者諸氏の

中には，かうした古い記憶を有ってみる人も多からうと思はれる．）

　このやうなわけで，緯度の目盛りを等間隔とした不合理のため，これに適心

するやう肥作った地誌線も亦一種の楕圓形みたいな形になって，、歪んでみるの

は止むを得ない次第である．

　書面上に於v・て全く歪みを無くしようとすれば，立艦潮影法（Stereographic

projection）を用ひるより外に方法は無い．この投影法は，北極から各緯線ま

での距離を，北極距離（角度）の二分の傾切（tangent）に比例するやうに採

れば宜い．自防，或る緯度をqとすれば，その北極距離ρは，

　　　　　　　　　　　　　　　P＝　900　“　th

故に，星圖上に書く緯線（北極を中心とした同心圓）の二二rは，

　　　　　　　　　　　　　　　，＝tan理一ψ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
又は，之れと正比例した長さとなる．

　之れを，計算に依らすに，作剛まかりで書くには，（1）：先づ所要の紙面叉は板

面を用意し，その上に，あらかじめ，書きたい星圖の赤道（圓形）の直径を，

30センチとか，50センチとか，又は10センチとか言ふ風に定め，（2）次ぎに，

この直穫の牛分（皇日ち牟輕）を直樫とした圓形を書き，この小圓形中に縦横の

直種二つ（NSとPQと）を書き，その交はりを0とする．叉，　N黒占に於い

て切線NTを荒く．これは勿論NSに直角であり，同時にPQRには4行ず

る．（3）それから，影藤NPSQの各象限（帥ちNP，　PS，　S儲QNの四つの

部分）を9等分して，これにA，B，　C，　D，……H，　Q，1，」，　K，　L・・一といふ風に

“しるし”を付ける．（4）次いで，この各黙とSとを直線で結んだものを延長

して，切線NTと交はる黙をa，　b，　c，、　d，・・一h，　q，　i，」，　k，1，・・…・とする．（5）

さうすると〆Nからa，b，　c，　d……k，1・…・・の各黙までの距離が，面面の緯線の

牛径となるのであるから，すぐ此所で，Nを中心とレて，　Na，　Nb，　Nc……Nk・

NI………等を牟径として圓形を書けば，それが其のまN緯線となるのである．＊

＊NT線の代りに，　OQR線上にat，　bt，　ct，…”・ht，　qt，　i”　j〆，　kt，・・∴・・を作っても一様で，0を

　中心（北極）とした緯度が出興る．
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（6）NS叉はNqを二尊とした門形は赤道であるから，之を24等分すれば，そ

れは各時の赤維線でとなる．（或は，もっとこまかく分割して10分時とか，20

分時とかσ）赤経線を書ても宜V・．）

　この“立艦投影法”によると，元の球面上の1圖形と，星演述（手面）の圖形

とが皆立派な相似形となる利便がある．故に，例へば，天球面上の圓形，即ち

黄道や地午線などは皆，この星此上でも圏形となる．それで，二つ三つ重要な

鮎だけを定めれば，コンパスを使って，それぞれの全勝周を書くことが出乾る

のである．

　既に，赤経と赤緯の線が皆書かれたのであるから，次ぎの4黒占も容易に定め

られるわけである．

　　　春「分　黙　　　　（赤点　　Oh　Om，　　　　赤緯　　0。α）

　　　夏至黙　　（〃　6　0，　　t／　一｝・2327）

　　　秋分黙　　（グ　12　0，　　〃　 00）
　　　冬至鮎　 （t／　180，　　lf　－2327）
從って，この4黙を通って書いた圓形が黄道である．若し此の4黒占が同一一’iの圓

同上から脱してみれば，作岡に誤りがあるのであるから，初めから検査し直す

が宜しい．

　女ぎに，土地の緯度を：，例へば＋34。40’と假定すれば，北極から冬至貼の：方

向へ（帥ち，北極距離角として）34。40tだけ離れ黙こN’といふ印しをつけ，

叉，北極から夏至黙の方向へ遙かに越えて，赤緯（南）55020〆（之は，90Dから

34。40’を引いたもの）の所にS’とV・ふ印しをつけ，このN’S’を直径とする圓

形を書けば，之れが其の土地での地耶線である，一しかし，實際は，あまり早

まって，この星圖上に“地ZF線”など書V、てはならない．雨季線は天球上には

存在しなV・ものだから，全く別の紙か，板の上かに此の地一線を書いて，それ

を巧に切り抜くことにするのである．

　吾が國のやうな低緯度の土地では，此の楽式の場合，南天が甚だしく撞がる

ため，ことによると，初め用意して置いた紙面（叉は，板の面）が小さ過ぎて，

S’黙が書けなV・かも知れなV・騨そんな場合には，Nノ黒占と，麻分黙と，秋分貼

とを通過ずる圓形を地回線としても宜い．地否線上に於いて，春分二二と一致す

る黒占をW’と名づけ，秋分黒塗と一一1Xする黙をEノと名づければ，この地回線上

の4黙（N／St　Wt　Et）は部ち“二1ヒ黒土”，“南黒占”，“西黒占”，“東黒占”である．

　最：後に，地輝線の外周を麗芦間，或ば其の小部分つつに匠分することは最も

容易なことであるし，叉，星圖面の外周を365に等労することも可能である．尤

・cece ?ﾌ地口線が猷けたり，南天がひどく擾がると，星座早見として…寸謎なものだけれ

　　ど，貿用上には大して差し支へは無い．山際，南の地引は旧り重要なものではないの
　　だから，
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もこんなに小．さく麗分することは，小さv・分度器なeでは，とかく誤りが起り

易いので，野ろいろ特別な工夫が必要なわけだが，しかし，何れにしても，只

注意深く，成るべく精密に分割するといふ以外に，誰だつて策があるわけでは

ない．尤も，24時間と其の分藪に分けることは，コンパスだけでも相當にうまく

成功するもので，昔から傅はる60進法の有難さをしみじみと感じるものだが，

しかし，365に等分するのは一寸骨折りである．只，此の場合には，誤差が出

歯ても，それを圓周の一部に集積しないやうに，まつ全周を5等分し（之れだ

って，決して容易ではないが），それから更に其の各部分を71に等分すること

にしたら，比較的に無難だらう．珊

　作圖が全部出島上って，いよいよ組み立てるについては，三省堂の星座早見

を参考にするのが宜V・と思ふ．三省堂のものは，決して三省堂や東京天文璽の

創作ではない．外転には此の種のものは澤山あって，（田上天文毫には，猫，英，

南面で出來たものが澤山参考品として所出されてるる），三省堂のものは，英國

のフィリプス愈杜の製晶に酷似してみる．

　ドイツのキルヒベルゲル教授が作ったものは，日月5遊星を悉く黄経黄緯によ

って其の位置を移動せしめつX，毎日の磁波を表はすやうにしてある．そのほ

か，樹，V・ろV・ろの創意を働かせて，改良すべき勲は多い．

　とにかく，上述のやうな方法で，立艦・投影法による星圖を基本として，星座

阜見を正確に作れば，楕爪形や其の他の複雑な圖形を書ぐことは不必要で，虚

心規とコンパスのみで，いくら℃も精密なものが作られ，之れによって，諸天艦

の出直や運行などを詳密に表はすことが出來るしJt直径2飼3米のものを作っ

て，一定の場所に設置して，使用する場合には，大阪や東京のツァイス製のプ

ラネタリウムに劣らない効用を獲幽することも出断ると信ずる．

　地面線のN！からSノへ虞直ぐな糸を一本張れば，之は其の土地の子午線を表

はすものであるから，之れを頼りとして，日月諸星の子午線通過を表はすこと

も出切るし，叉，各恒星の子午線通過によって，桓璽時を知ることも出訴る．

又，この地ヰ線上に，正しV・Ntsノ線とは違った時角に子午線を張れば，日本

の中央標準子午線（東西135。）とは違った土地（東京とか，岡山とか，等々）の

子午線が得られるわけだ．樹，冷温135。と各地との経度の差に相出する時角の

子午線を張れば，標準時を使用しつX，各地での諸天膣の出浅を極めて正確に表

はすことも可能である．

　若し，出來得れば，赤道上に“亭均太陽”の毎日正午の位置を記入し，叉，黄

beeeee一年は365．El　2422だから，1　・Jaを36524に労質したら宜からうなどと考へる人がある

　　かも知れないが，24は全年に比べるとホンの一部分だし，」又，暦日には端轍が無い
　　ので，毎年使用する星座早見としては，之れ以上の分割は不要である．尤も4年毎に
　　別々の目盛りを使ふとい去、：方法を考へて見るのも興味あることでφるが．
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道上には魔寒陽の毎日の位置を記入すれば，漏れによって，陽差の關係や，その

、心ン入楓や蒔刀心係事項を篇確に表はすことになる．從って7晴夜の温め位置

を此の星座早見によって表はすと，これによって，極めて正確な鷺遡を知る手

段にもなる．

　っV・書き落した一事は，星圃中に書く1禮星のことである。“星座早見”である

から　之れは星座を謡えるためのものであると老へれば，．その目的のためには

なるべく多くの星や星座を此れに書くのも宜からう．尤も，しかし，自分は，

上記した通り，必ずしも星座を畳えるためのものとのみ考へる必要はないと思

ふ．現に，前にも述べた通り，・外回では“星座早見”などとは言はないで，之

れを“亭面形にした天球儀”といふ意味で呼んでみるのであるから，その意味

に於いて最も重要なものは，北極や赤道や黄道や，春秋の分鮎，夏冬の爾至

難，東西南北の4難等々である．これに天頂とか1子午線とか，卯酉線とか，

いろんな時圏などが正確に表はれされてみれば乏いのであって，つまり，之は

プラネタリウムと同様，球面天心學の諸裾i釜學び取愚た鯵の器械なのである．只，

プラネタリウムや天球儀と異る黙は，よそ（一定の土地以外）では用ぴ得ないと

いふ獣黙である．

　從って，各個の恒星を此の星面上に如何に書くかといふ問題は，第一義的の．

ものではないとも言ひ得る．しかし，折角これだけの構造が出來てるるのであ

るから，，多くの星々が書かれ，省それに各星座の境堺線や，星座の緯出語など

が書かれて居ても，決して差し支へないのであって，むしろ其れによって，見

る入の興を添え，或は其れ以上に，天球の生き々冠した形相を眼前に表はすの

も’喩快なことである．

　星kの出波等の現象を成るべく正確に表はすためには，出血るだけ毒心に近

い星の位置を圖示するが宜い。殊に，今日は殆んど総ての天健の位置が1gse．Sr：

の悪欝血を基準とするのであるから，やはり，この春分黒！lに練る星の赤嘘赤緯

を適當な恒星目∫歩から採ることが望ましい．

　星の数は大した問題でないと思ふけれど，しかし初めに記した一般入の要求

もあることであるから，やはり，星圖そのものの大小を見はからつて，一等星

や二等星三等星等は言ふまでもなく，四五亨級の星も，亦，六等星の若干も加

へたならば面白いかと思ふ．著しい星にば色を付けるのも良かろう．叉，天の

河も是非記入した方が良からうd

　とにかく，上記の“星座早見”によって，費品では得られない精密な効閉を獲

擁することが出來るごとを繰り返して，一般のアマチュア乃至教育者の参考と

する次第である，近いうちに，田上にも，一ケの模範的なものを自作しk，VAと

思ってみる．
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　因みに，“星座早見”は，何度も述べた如く，一定の土地でしか用ひられない

ものである．しかし，星圖そのものはよその土地でも用ひられるのであって，

要は只かの地r三線のみを各地に適するやうに作れば宜い．地手線は，緯度の高

v・土地のものほど小さい圓形となり，赤道に近づくほど大きいものとなる．フィ

リピン以南の，ジャワや，ボルネオあたりでは，寧ろ全く違った形の“星座早

見”を考案しなければ，不便であらうと思ふ。

　序でに：，本會は以前から“簡易星園”なるものを獲暫してるるが，あれの最近

叛のものは，ぼf立鎧投影法によって書いてある．從って，之れを其のまS利

用して，各月の日渡時の地雫線（北緯35。での）等を赤インキで印刷し，昭和

12年頃，希望者に配布したことがあった．以前からの會員の記憶にあることだ

らうと思ふ．（19姶一7－3）

天　界 罰ド 答

問：天界第260號第62頁の「劣罎星」とは如何なる星ですか．（T．A、）

答：“劣倭星”とはSubdwarf　starの諜名でv警通の倭星よりも更に一暦光

力の粥いものです．最近年の研究によって獲見された新種の星です．（P．G．）

　問＝來年七月20日のU蝕は，幅岡で部分蝕が見えますか？

　讐：：來1944年七月20Nの日蝕は金環蝕で，中心線は，東アフリカのエチオピ

や地方，インド牛島，ベンガル薄，ビルマ南部，泰，佛印，フ，リピン等を経

て，南洋上に溝えますが，鵬岡は勿論，日本内地一帯は，午後に部分蝕が見ら

れます．〈K）


